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二
〇
二
二
年
度
例
会
一
覧

四
月
例
会
（
二
〇
二
二
年
四
月
二
四
日
（
日
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
））

　
　

特
集
：
事
典
刊
行
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　

登
壇
：
佐
藤
公
紀
（
明
治
大
学
専
任
講
師
）　　
　

  『
ド
イ
ツ
文
化
事
典
』　

　
　
　
　
　
　
　
　

羽
場
久
美
子
（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）『
中
欧
・
東
欧
文
化
事
典
』

　
　
　
　
　
　
　
　

桑
名
映
子
（
聖
心
女
子
大
学
准
教
授
）         『
中
欧
・
東
欧
文
化
事
典
』

　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
留
厚
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）            『
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
事
典
』
他

六
月
例
会
（
二
〇
二
二
年
六
月
二
六
日
（
日
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
））

　

報
告
：
宇
治
・
ホ
ー
フ
ァ
ー 

フ
ァ
ビ
エ
ン
（
大
阪
大
学
大
学
院
）

　
　
　
　
「
帝
国
日
本
の
知
識
人
と
ド
イ
ツ
の
言
語
政
策
―
―
プ
ロ
イ
セ
ン
東
部
と
ア
ル
ザ
ス
・

ロ
レ
ー
ヌ
に
お
け
る
台
湾
総
督
府
の
視
察
活
動
を
中
心
に
（
一
八
九
五

−

一
九
一
四
年
）」

　
　
　

書
評
：
原
田
昌
弘
『
政
治
的
暴
力
の
共
和
国
―
―
ワ
イ
マ
ル
時
代
に
お
け
る
街
頭
・
酒
場
と
ナ

　
　
　
　
　
　
　

 

チ
ズ
ム
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
◯
二
一
年
）

　
　
　
　
　

評
者
：
小
野
寺
拓
也
（
東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
） 

                  

著
者
リ
プ
ラ
イ
：
原
田
昌
弘
（
鳴
門
教
育
大
学
教
授
）

七
月
例
会
（
二
〇
二
二
年
七
月
二
四
日
（
日
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
））

　

報
告
：
村
上
遥
香
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
）

　
　
　
　
「
一
九
八
〇
年
代
の
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

　
　
　
　
 
―
―
コ
ト
ブ
ス
に
お
け
る
労
働
者
専
用
宿
舎
の
設
置
を
中
心
に
」

　

企
画
：
「
上
山
安
敏
氏
を
偲
ぶ
」

　
　
　

登
壇
：
丸
畠
宏
太
氏
（
敬
和
学
園
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
「
上
山
安
敏
先
生
、
そ
の
謦
咳
に
接
し
て
」

　
　
　

登
壇
：
服
部
伸
（
同
志
社
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
「『
神
話
と
科
学
』
の
衝
撃
―
―
私
に
と
っ
て
の
上
山
安
敏
先
生
」

一
〇
月
例
会
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
三
日
（
日
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
））

　
　

書
評
：
中
野
智
世
ほ
か
『
価
値
を
否
定
さ
れ
た
人
々
―
―
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
強
制
断
種
と

　
　
　
　
　
　
「
安
楽
死
」』（
新
評
論
、
二
〇
二
一
年
）

　
　
　
　

趣
旨
説
明
：
中
野
智
世
（
成
城
大
学
教
授
）

　
　
　
　

自
著
紹
介
：
中
野
智
世
・
木
畑
和
子
（
成
城
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　

コ
メ
ン
ト
：
江
口
布
由
子
（
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

　
　
　

書
評
：
キ
ー
ス
・
ロ
ウ
『
戦
争
記
念
碑
は
物
語
る
―
―
第
二
次
世
界
大
戦
の
記
憶
に
囚
わ
れ
て
』

　
　
　
　
　
　
（
田
中
直
訳
・
白
水
社
、
二
◯
二
二
年
）

　
　
　
　
　

評
者
：
水
野
博
子
（
明
治
大
学
教
授
） 

                  

訳
者
リ
プ
ラ
イ
：
田
中
直
（
龍
谷
大
学
・
同
志
社
大
学
ほ
か
非
常
勤
講
師
）

一
二
月
例
会
（
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
八
日
（
日
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
））

　
　
　

連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
日
本
に
あ
る
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
現
代
史
①

　
　
　

報
告
：
大
津
留
厚
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
「
姫
路
と
青
野
原
―
―
箱
庭
の
国
際
社
会
と
そ
の
解
体
」」

　
　
　

報
告
：
今
井
宏
昌
（
九
州
大
学
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
「
ド
イ
ツ
兵
と
「
特
殊
俘
虜
」
―
―
第
一
次
世
界
大
戦
期
日
本
の
俘
虜
収
容
所
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
「
箱
庭
の
民
族
問
題
」」

　
　
　

報
告
：
梶
原
克
彦
氏
（
愛
媛
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
「
マ
ツ
ヤ
マ
と
世
界
大
戦
―
―
松
山
収
容
所
の
通
時
性
と
共
時
性
に
お
け
る
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
」

一
月
例
会
（
二
〇
二
三
年
一
月
二
一
日
（
日
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
））

　
　

連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
日
本
に
あ
る
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
現
代
史
②

　
　
　

報
告
：
林
祐
一
郎
（
京
都
大
学
大
学
院
）

「
ド
イ
ツ
系
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
よ
る
日
本
伝
道
と
関
西
―
―
普
及
福
音
新
教
伝

道
会
の
宣
教
師
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ラ
ー
（1865-1945

）
を
中
心
に
」

例会一覧
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報
告
：
中
村
綾
乃
（
大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授
）

　
　
　
　
　
「
神
戸
の
ド
イ
ツ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
第
二
次
世
界
大
戦
」

三
月
例
会
（
二
〇
二
三
年
三
月
一
九
日
（
土
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
））

　

報
告
：
嶋
田
結
花
（
同
志
社
大
学
院
）

　
　
　
　
　

  「
西
ド
イ
ツ
「
一
九
六
八
年
」
の
転
換
点
―
―
学
生
ベ
ン
ノ
・
オ
ー
ネ
ゾ
ル
ク
の
二
つ
の
身
体
」

　
　
　

報
告
：
河
邊
凌
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
）

　
　
　
　
　
　
「 

帝
政
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
保
守
派
に
よ
る
多
民
族
包
摂
の
試
み

　
　
　
　
　
　

 

―
―
ハ
ン
ス
・
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
問
題
論
を
中
心
に
」
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第
8
条 

事
務
局
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
時
間
的
余
裕
が
少
な
く
、
総
会
を
待
た
ず
に
議
決

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
議
案
に
つ
い
て
、
メ
ー
ル
審
議
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
メ
ー
ル
審
議
に
参
加
す
る
も
の
は
、
本
会
の
会
員
の
う
ち
本
会
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
参
加
者
か
ら
の
回
答
の
う
ち
棄
権
を
除
い
た
も
の

を
有
効
回
答
と
す
る
。
議
案
の
可
決
に
は
、
有
効
回
答
数
の
過
半
数
の
賛
成
が
必
要
と
な

る
。
可
否
同
数
の
場
合
は
代
表
の
判
断
に
よ
る
。

第
9
条 

『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
の
編
集
は
、
編
集
委
員
会
が
行
な
う
。
編
集
委
員
会
は
六
名
か
ら
な
り
、
総
会

で
選
出
さ
れ
る
。
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。

第
10
条 

本
会
は
会
計
監
査
を
一
名
お
く
。
会
計
監
査
は
総
会
で
選
出
さ
れ
、
任
期
を
一
年
と
す
る
。

第
11
条 

本
会
の
本
部
は
、
総
会
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
場
所
に
お
き
、
本
会
の
口
座
管
理
責
任
者

は
、
事
務
局
の
会
計
担
当
と
す
る
。
本
部
は
下
記
の
住
所
に
お
く
。
〒
六
〇
二

−

八
五
八
〇

　

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入　

同
志
社
大
学
文
学
部
（
服
部
研
究
室
内
）

第
12
条 

本
会
の
規
約
改
正
は
、
総
会
に
参
加
し
た
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。

会
員
及
び
会
費
に
関
す
る
規
定

（
1
） 

本
会
の
会
費
は
年
額
、
一
般
会
員
四
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員
二
〇
〇
〇
円
、
通
信
会
員

二
〇
〇
〇
円
と
す
る
。

（
2
）  

一
般
会
員
は
、
大
学
・
大
学
院
の
専
任
教
員
、
任
期
付
教
員
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
（
Ｐ
Ｄ
）、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
、
定
年
退
職
し
た
元
教
員
、
お
よ
び
事
務
局
が
承
認
し
た
者
と
す

る
。
一
般
会
員
は
、
本
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
の
配
布
を
受
け
る
。

（
3
）  

学
生
会
員
は
、
大
学
・
大
学
院
の
学
籍
を
有
す
る
者
、
非
常
勤
の
教
員
・
研
究
員
、
お
よ
び

事
務
局
が
承
認
し
た
者
と
す
る
。
学
生
会
員
は
、
本
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
の
配
布
を
受
け
る
。

（
4
） 

通
信
会
員
は
、
事
情
に
よ
り
本
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
の
配

布
の
み
を
受
け
る
者
と
す
る
。

（
5
） 

一
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
在
外
研
究
な
い
し
留
学
す
る
会
員
は
、
当
該
年
度
の
会
費
を
免
除

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
規
約

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
1
条 

本
会
の
名
称
は
、「
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
」
と
称
す
る
。

第
2
条 

本
会
は
、
歴
史
学
の
各
分
野
お
よ
び
隣
接
諸
科
学
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
語
圏
お
よ

び
そ
の
近
隣
・
関
連
地
域
の
近
現
代
史
研
究
の
深
化
を
め
ざ
す
。

第
3
条 

本
会
は
、
研
究
例
会
、
研
究
誌
『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
発
行
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
に
沿
う
活
動
を

行
な
う
。 

第
4
条 

本
会
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
三
月
三
一
日
に
終
わ
る
。

第
5
条 

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
所
定
の
会
費
を
納
め
た
も
の
は
、
本
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
会
の
会
員
は
、
一
般
会
員
、
学
生
会
員
、
通
信
会
員
か
ら
な
る
。

第
６
条 

本
会
は
、
事
業
年
度
初
め
に
総
会
を
開
き
、
年
度
の
方
針
と
課
題
を
定
め
、
決
算
と
予
算
お

よ
び
、
そ
の
他
本
会
の
運
営
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
。
そ
の
議
案
は
前
年
度
事

務
局
が
用
意
す
る
。
議
案
の
可
決
に
は
、
総
会
参
加
者
数
の
過
半
数
の
賛
成
が
必
要
と
な

る
。
可
否
同
数
の
場
合
は
前
年
度
代
表
の
判
断
に
よ
る
。

第
（
条 

本
会
の
運
営
は
、
事
務
局
が
行
な
う
。
事
務
局
は
、
代
表
、
事
務
局
長
、
編
集
担
当
、
通
信

担
当
、
会
計
担
当
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
例
会
・
総
会
開
催
お
よ
び
会
計
の
任
に
あ
た
る
。

事
務
局
は
総
会
で
選
出
さ
れ
、
任
期
を
一
年
と
す
る
。

二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
九
日
、
臨
時
総
会
に
て
承
認

二
〇
〇
五
年
三
月
二
七
日
、
臨
時
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
、
臨
時
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
〇
八
年
二
月
二
四
日
、
臨
時
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
〇
九
年
四
月
二
六
日
、
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
一
二
年
四
月
一
五
日
、
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
一
八
年
四
月
一
五
日
、
臨
時
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
二
一
年
四
月
二
五
日
、
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
二
二
年
四
月
二
四
日
、
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
二
三
年
四
月
二
三
日
、
総
会
に
て
改
定
承
認

規約
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る
。
原
稿
は
、
所
定
の
執
筆
要
領
に
し
た
が
っ
て
、
必
ず
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ま
た

は
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
作
成
す
る
。
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
原
稿
の
種
類
、
題
名
、
氏

名
、
所
属
、
連
絡
先
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
原
稿
の
総
字
数
を
記
し
た
表
題
紙
を
添
付
す
る
。

（
5
） 

掲
載
を
認
め
る
か
否
か
は
、
二
ヶ
月
程
度
を
め
ど
に
回
答
す
る
。
論
文
の
掲
載
を
認
め
ら
れ

た
投
稿
者
は
、
編
集
委
員
会
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
完
成
原
稿
一
部
と
内
容
の
デ
ー
タ

を
、
指
定
し
た
期
日
ま
で
に
本
会
事
務
局
（doitsugendaishiken@

gm
ail.com

）
に
提
出
す

る
。
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
画
像

の
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
（.jpg

）
の
デ
ー
タ
を
添
付
す
る
。

（
6
） 

掲
載
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
投
稿
者
に
は
再
投
稿
の
機
会
を
認
め
る
。
三
月
三
一
日
ま
で
に

そ
の
旨
を
本
会
事
務
局
（doitsugendaishiken@

gm
ail.com

）
に
連
絡
し
た
上
で
、
審
査

用
原
稿
を
可
能
な
限
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
、
五
月
三
一
日
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に

て
本
会
事
務
局
に
提
出
す
る
。
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、（
５
）
に
準
じ
る
。

（
（
） 

編
集
委
員
会
か
ら
の
要
請
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
一
度
提
出
さ
れ
た
完
成
原
稿
の
撤
回
、
差

し
替
え
、
書
き
直
し
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
掲
載
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
稿
の
返
却
は

行
わ
な
い
。

執
筆
要
領

（
1
） 

『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
に
発
表
す
る
論
文
の
分
量
は
、
本
文
・
注
・
図
表
等
を
合
計
し
て
、
全
角
で

二
万
字
以
内
と
す
る
。
研
究
ノ
ー
ト
お
よ
び
研
究
動
向
の
分
量
は
、
全
角
で
一
万
四
〇
〇
〇

字
、
書
評
と
本
会
活
動
報
告
そ
の
他
の
分
量
は
、
全
角
で
六
〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。

（
2
） 

原
稿
の
デ
ー
タ
の
形
式
は
、
原
則
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式
（.pdf

）
と
す
る
。
た
だ

し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
形
式
（.doc

）、
も
し
く
は
リ
ッ

チ
テ
キ
ス
ト
形
式
（.rtf

）
で
も
か
ま
わ
な
い
。

（
3
） 
原
稿
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
原
則
を
以
下
の
通
り
と
す
る
。

　
　

① 

原
稿
は
横
書
き
ま
た
は
縦
書
き
と
し
、
用
紙
を
Ａ
４
で
設
定
し
、
一
頁
あ
た
り
四
二
字
×

三
六
行
と
す
る
。

さ
れ
る
。
免
除
を
希
望
す
る
者
は
、
在
外
期
間
を
本
会
事
務
局
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
6
） 

事
務
局
担
当
者
の
会
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
免
除
す
る
。

（
（
） 
会
員
は
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
退
会
を
希
望
す
る
者
は
そ
の
旨
を
、
事
業
年

度
末
ま
で
に
、
本
会
事
務
局
に
連
絡
す
る
。
な
お
、
会
費
を
三
年
滞
納
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

編
集
に
関
す
る
規
定

（
1
） 

本
会
は
、
編
集
委
員
会
の
編
集
に
も
と
づ
き
、『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
を
年
一
回
定
期
発
行
す
る
。

（
2
） 

本
誌
は
、
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
研
究
動
向
、
書
評
、
本
会
活
動
報
告
そ
の
他
か
ら
構
成
さ

れ
、
ド
イ
ツ
語
圏
お
よ
び
そ
の
近
隣
・
関
連
地
域
の
近
現
代
史
研
究
の
発
表
に
あ
て
る
。

（
3
） 

本
誌
の
掲
載
原
稿
は
、
投
稿
原
稿
と
依
頼
原
稿
と
か
ら
な
る
。

（
4
） 

投
稿
原
稿
は
、
投
稿
に
関
す
る
規
定
に
し
た
が
う
も
の
と
す
る
。

（
5
） 

原
稿
の
掲
載
は
、
編
集
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
編
集
委
員
会
は
原
稿

の
修
正
を
も
と
め
る
場
合
が
あ
る
。

（
6
） 

原
稿
の
執
筆
者
は
、
本
会
が
掲
載
原
稿
の
デ
ー
タ
を
無
償
公
開
・
配
布
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
。。

投
稿
に
関
す
る
規
定

　
　（

1
） 

『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
に
発
表
す
る
論
文
等
は
、
い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
学

会
・
研
究
会
等
で
口
頭
で
発
表
し
た
も
の
を
除
く
。

（
2
）  

投
稿
資
格
は
、
本
会
の
一
般
会
員
ま
た
は
学
生
会
員
で
、
所
定
の
会
費
を
納
め
た
者
に
限
る
。

（
3
） 

投
稿
を
希
望
す
る
者
は
、
九
月
末
日
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
本
会
事
務
局
に
そ
の
旨

（
①
名
前
・
②
所
属
・
③
原
稿
の
種
類
・
④
タ
イ
ト
ル
）
を
連
絡
す
る
。

（
4
） 

投
稿
者
は
、
審
査
用
の
原
稿
を
、
可
能
な
限
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
、
一
一
月
三
〇
日

ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
本
会
事
務
局
（doitsugendaishiken@

gm
ail.com

）
に
提
出
す



89　規約

　
　

② 

章
に
は
全
角
数
字
で
「
１　

見
出
し
」
と
番
号
を
つ
け
る
。「
は
じ
め
に
」
や
「
お
わ
り
に
」

に
も
必
ず
番
号
を
つ
け
る
。
番
号
の
後
に
は
全
角
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。

　
　

③ 
本
文
で
は
数
字
は
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
用
い
、
半
角
の
算
用
数
字
は
用
い
な
い
。
桁
数
の

大
き
な
数
字
に
つ
い
て
は
「
一
〇
億
五
〇
〇
〇
万
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
が
、
図
表
等
に
お

い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
　

④ 

注
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
半
角
数
字+

上
付
き
文
字
で
「（
１
）」「（
２
）」
と
通
し
番
号

を
付
し
、
後
注
で
半
角
数
字
で
「（
1
）」「（
2
）」
と
番
号
を
表
記
し
た
後
に
注
の
内
容
を
記

す
。（
例
） 「
…
…
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

1
（

。」「（
1
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
…
…
を
参
照
。」

　
　

⑤ 

参
照
文
献
を
注
等
で
挙
げ
る
際
は
、
著
者
名
、
題
名
、
出
版
社
（
ま
た
は
出
版
地
）、
発
行
年

の
順
に
記
述
す
る
こ
と
。
和
文
書
名
は
『 
』、
和
文
論
文
名
は
「 

」、
欧
文
論
文
名
は“ ”

ま

た
は„ “

で
囲
む
こ
と
。
欧
文
書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
に
す
る
か
、
下
線
を
引
く
こ
と
。
和
文

文
献
の
場
合
、
項
目
間
の
区
切
り
に
は
全
角
の
読
点
を
用
い
、
最
後
に
句
点
を
う
つ
。
欧
文

文
献
の
場
合
、
項
目
間
の
区
切
り
に
は
半
角
コ
ン
マ+
半
角
ス
ペ
ー
ス
を
用
い
、
最
後
に
ピ

リ
オ
ド
を
う
つ
。

　
　

⑥ 

論
文
以
外
の
場
合
に
は
、
本
文
の
後
に
文
献
リ
ス
ト
を
置
き
、
文
中
で
「（
著
者
名 

発
行

年
：
ペ
ー
ジ
数
）」
と
い
う
形
式
で
文
献
を
指
示
す
る
方
法
を
認
め
る
。
そ
の
場
合
、
著
者
名

と
発
行
年
の
間
、
お
よ
び
コ
ロ
ン
の
後
に
は
、
半
角
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。
文
献
リ
ス
ト
で

は
、
和
文
・
欧
文
文
献
を
一
括
し
、
文
献
を
著
者
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
る
。
同

じ
著
者
の
文
献
を
複
数
挙
げ
る
場
合
、
二
点
目
以
降
は
著
者
名
の
か
わ
り
に
四
字
分
の
ダ
ッ

シ
ュ
を
用
い
る
。
和
文
・
欧
文
文
献
と
も
に
、
項
目
間
の
区
切
り
に
は
半
角
コ
ン
マ+

半
角

ス
ペ
ー
ス
を
用
い
、
最
後
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
。

　
　

⑦ 

図
表
等
は
別
紙
に
書
き
、
挿
入
箇
所
お
よ
び
大
き
さ
を
指
定
す
る
。
本
文
に
埋
め
込
ん
だ
状

態
で
投
稿
す
る
こ
と
も
認
め
る
。
図
版
を
掲
載
す
る
際
に
生
じ
る
著
作
権
の
問
題
は
、
投
稿

者
の
責
任
で
処
理
す
る
こ
と
。

　
　

⑧ 

体
裁
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
編
集
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
原
稿
に
修
正
を
施
す
場
合
が

あ
る
。

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　

以
下
の
場
合
に
は
、
研
究
会
事
務
局
へ
メ
ー
ル
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

・
ご
住
所
・
ご
所
属
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

・
例
会
案
内
等
、
研
究
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
場
合

・
本
誌
『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

入
会
の
ご
案
内

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
規
約
」
を
お
読
み
い
た
だ

い
た
上
で
、「
会
員
登
録
用
紙
」（
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
研
究
会

事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
通
信

担
当
か
ら
連
絡
を
差
し
上
げ
ま
す
。

退
会
を
ご
希
望
の
場
合

　

退
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
研
究
会
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
、
あ
る
い
は
当
該

年
度
の
事
務
局
員
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
種
書
類
の
発
行
に
つ
い
て

　

転
載
許
可
証
や
掲
載
証
明
書
な
ど
書
類
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
研
究
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：https://dogenken.w

eb.fc2.com
/

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：doitsugendaishiken@

gm
ail.com


